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DuMA ニュースレター                                ２０２０年１１月 23日 

大量絶滅の原因、巨大火山噴火 東北大チームが解明 

  11月 22日付の日本経済新聞に「大量絶滅の原因、巨大火山噴火 東北大チームが解明」という記

事が掲載されました。 

https://www.nikkei.com/article/DGKKZO66478530Q0A121C2MY1000/ 

 大量絶滅とは、地球史の中でこれまで５回（一説によれば６回）ほど、当時生存していた動物が大量に

絶滅したイベントの事です。現代人の基礎知識として、ぜひこのような機会にネットサーフィンされる事を

お勧めします。 

 一番有名な大量絶滅は、白亜紀末の恐竜の絶滅に代表されるものです。これはユカタン半島周辺へ

の隕石の衝突が原因とされています。 

 近年、人類の活動そのものが次の大量絶滅の原因となるのではないかという説も公表されるようになっ

てきています。 

https://natgeo.nikkeibp.co.jp/atcl/news/19/093000559/ 

 今回の日本経済新聞の記事によれば、東北大学の海保邦夫名誉教授らのグループは、2億 5千万

年前に生物の 9割以上が大量絶滅した原因が大規模な火山噴火だったことを突き止めたとなっていま

す。 

 この原因は噴火によって放出された温暖化ガスによって地球温暖化が進み、絶滅につながったという

事です。これまでこの大量絶滅は、シベリア東部地域の火山活動で起きたと考えられてきたのですが、

確証は得られていなかったものを大量絶滅の痕跡が残る地層を精査し、隕石衝突時に生成される物質

が見つかっていないため、火山の噴火によるものだと結論づけたとされています。 

 

 余談ながら、現在は「地学」という教科は高校では絶滅危惧種扱いです。昔は文系の方がどうしても理

科の科目の試験を受けなければならないというような事があり、暗記科目として細々と生きながらえてい

ました。地球の歴史では古生代にカンブリア紀というのがあるのですが、DuMA/CSO の時代にはその

前は先カンブリア時代となっていたのです。しかし、この部分が今の教科書では極めて大きな進歩を遂

げています。この時代に全く新しい動物群（たとえばエディアカラ動物群）が存在していた事などが明ら

かになり、地球史の解読が大いに進みました。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%88%E3%82%AB%E3%83%B3%E3%83%96%E3%83%AA%E3%82%A2%E6%99%82%E4%BB%A3 

 

神奈川県西部における地震活動静穏化の状況 

 １１月９日のニュースレターでも紹介していますが、地下天気図解析で神奈川県を中心とした地域で地

震活動静穏化現象が発生しています。今週号では、実際にどのような静穏化の異常なのかを検討して

みました。結論を先に述べますと、現状は極めて深刻な状況ではないのではと判断しています。これは

今週号の日本全国の広域の地下天気図解析（マグニチュード７以上の地震を対象とした解析）では、神

奈川県西部の異常は現れていないという事から導きだされた結論です。 
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 上の図は 2017年以降のマグニチュード 1.5以上の地震について、余震を除去するという処理を行っ

てプロットしたものです。現在静穏化が認められる地域（図中で青色の多角形で囲んだ地域）の地震数

の積算グラフは次のようになります。 
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 前ページのグラフでは、横軸が時間、縦軸に発生した地震の積算数となっています。積算数なので、

グラフは常に右上がりとなります。青で示した点線（直線）にグラフが乗っている場合は、地震活動に変

化が無い事を示しています。青の点線より下側でグラフが推移している場合が「地震活動静穏化」と言う

事になります。 

 問題はこのような「地震活動静穏化」が将来の大地震につながるかという点ですが、実際には地震発

生に至らない場合地震活動静穏化も多く存在します。これを気象と対比してみますと、低気圧（＝地震

活動静穏化）が近づいても雨が降らない事も数多くある訳です。ただし雨が降る時には低気圧が関係し

ているという事が多いというのに対応します。 

 神奈川県西部でも 1990年ごろから、2011年ごろまで、非常に長期に渡って地震活動が通常より若干

低下していた時期がありました。詳しく調べてみますと、実は日本全国の広い範囲でこのような長期の地

震活動静穏化現象が観察されていたのです。これは今となってみますと、2011年の東日本大震災の長

期的な先行現象であった可能性が高かったのではと考えています。 

 

日本およびその周辺の広域地下天気図® 

１０月１９日のニュースレターに続き、現在の気象庁の観測網で解析できる最大範囲の領域の解析で

す。主にマグニチュード 7以上の地震発生を対象とした解析となります。次にお示しする図が１１月１９

日時点の L タイプ地下天気図です。 
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 顕著な静穏化（図中の青い領域）が北海道を中心とした地域（北海道西岸および南岸(=青森沖）) 

と近畿・中国・四国地方に広がっています。 

 この解析では、2012年以降に発生したマグニチュード３．５以上の地震を解析に使用しています。神

奈川県西部にはこの解析では異常が認められない事から、万が一神奈川県西部で地震が発生すると

してもマグニチュード７を超える可能性は小さいと判断しています。 

 １１月９日のニュースレターで、青森沖で中規模のまとまった地震活動が発生した事をお伝えしました

が、同地域を含むエリアでも静穏化現象が観測されている事に DuMA は注目しています。 
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